
平成２２年１１月 経営協議会議事録 
 
 
Ⅰ．日 時 平成２２年１１月３０日（火） １４時５５分～１６時０７分 
 
Ⅱ．場 所 けやき会館レセプションホール（３階） 
 
Ⅲ．出席者 齋藤学長、赤田、有馬、井上、大宮、加賀美、島田 

山本、北村、野波、嶋津、池田、瀧澤、木庭、河野各委員 
（欠席：黒木、佐久間、桜田、舩橋、堀各委員） 

  陪席者 来栖、西川各監事 
 
 議事に先立ち、学長から挨拶があり、続いて、新たに学外委員に就任した島田精一

氏の紹介があった。 
 
Ⅳ．前回経営協議会議事録について 
   原案のとおり承認された。 
 
Ⅴ．審議事項 
 １．平成２３年度医学部定員増について（〇：学外委員、◎：学内委員） 
    学長から、平成２３年度医学部定員増について審議願いたい旨提案があった

後、北村理事から資料に基づき説明し、以下の質疑応答があり、審議の結果、

承認された。 
   〇 漸増してきた入学定員１１５名を平成２３年度から５名増員し、１２０名

とする計画だが、教育・研究体制は維持できるのか。特に教育の質の確保は

できるのか。 
   ◎ 教育・研究体制を維持するために概算要求を行っているが、教育・研究体

制の整備は不可欠と考えている。 
   〇 医学部定員に地域枠を導入することで、従来に比べて志望動機の弱い学生

が増加するのではと考えるがいかがか。 
   ◎ 全国的にそのような問題が指摘されているが、幸い本学ではそのような状

況は見受けられない。 
 
 ２．国立大学法人千葉大学職員給与規程の一部改正（案）について 
    学長から、国立大学法人千葉大学職員給与規程の一部改正（案）について審

議願いたい旨の発言があった後、池田理事から資料に基づき説明があり、審議

の結果、承認された。 
 
 ３．国立大学法人千葉大学役員給与規程の一部改正（案）について 
    学長から、国立大学法人千葉大学役員給与規程の一部改正（案）について審

議願いたい旨の発言があった後、池田理事から資料に基づき説明があり、審議



の結果、承認された。 
 
 ４．国立大学法人千葉大学職員給与規程等の一部改正に伴う平成２２年度第２次補

正予算（案）の編成について 
    学長から、国立大学法人千葉大学職員給与規程等の一部改正に伴う平成２２

年度第２次補正予算（案）の編成について審議願いたい旨の発言があった後、

池田理事から資料に基づき説明があり、審議の結果、承認された。 
 
 
Ⅴ．報告事項 
 １．学長選考結果について 
    有馬委員（学長選考会議議長）から、今回の学長選考の経過及び１１月１２

日に開催された学長選考会議において、齋藤 康氏（現学長）が学長となるべ

き者として選考された旨の説明があった。 
 
 ２．平成２１年度に係る業務の実績に関する評価結果について 

（〇：学外委員、◎：学内委員） 
    山本理事から、平成２１年度にかかる業務の実績に関する評価結果について、

資料に基づき説明があり、以下の意見交換を行った。 
    〇 東北大学が受審した欧州大学協会機関別評価プログラムとはどのよう

ものか。 
    ◎ そのプログラムについて詳しくは承知していないが、１２月２２日に本

学が開催する大学改革シンポジウムにおいて、東北大学総長に講演を依頼

しており、本プログラムについても説明があるものと考えている。 
    〇 中期目標・中期計画等の評価期間等について伺いたい。 
    ◎ ６年を中期目標・中期計画期間とし、①教育研究の質の向上に関する事

項、②業務運営の改善及び効率化に関する事項、③財務内容の改善に関す

る事項、④自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する事項、

等とする中期目標が文部科学大臣より提示される。 
また、国立大学法人は、中期目標に基づき、中期計画を作成し、文部科

学大臣の認可を受けなければならないこととなっている。 
    〇 留学生受入体制の整備状況について伺いたい。 
    ◎ 本学は、現在約1,100人の留学生を受入れているが、留学生３０万人受

入計画に照らして考えると、本学の留学生受入人数は、1,500人が目標規

模となることから、これを基に受入体制、受入戦略の整備を図るとともに、

海外に学生を送り出す方策の検討を行うこととしている。 
      また、７割が中国からの留学生であり、大学院生の留学生が多いのが本

学の特徴である。 
    〇 EUの教育部門も留学対策に積極的であり、ヨーロッパからの留学生の

受入れやヨーロッパへ留学生を送ることも長期的に取組んではいかがか。 
    ◎ 先般セイナヨキ大学に事務所を設置し、教員だけではなく、事務職員も

派遣しており、来年度からは相互に学生の交流を進める共同事業を計画中



である。 
    〇 国立大学法人評価委員会は、各大学の評価結果を予算に反映させること

となっていたはずだが、そのあたりはどうなっているのか。 
    ◎ 当初はそのような話であったが、現時点では直ちに結果を予算に反映さ

せるまでには至っていないと聞いている。 
 
 ３．平成２３年度概算要求の動向について 
    池田理事から、平成２３年度概算要求に関する動向及び政策コンテスト「元

気な日本復活特別枠要望」に関するパブリックコメント結果について、資料に

基づき説明があった。 
 
 ４．平成２３年度千葉大学個別学力検査等の日程について 
    北村理事から、平成２３年度千葉大学個別学力検査等の日程について、資料

に基づき説明があった。 
 
 

以上 


